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経税部

制
度
改
正
点
踏
ま
え
解
説

２
月
度
生
涯
研
修
講
座

確
定
申
告
学
習
会
開
く

歯
周
外
科
処
置
を
成
功
に
導
く
た
め
に

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定の「お申込み」へ

日
時　

３
月
12
日
（
日
）
10
時
〜
13
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

河
野
智
生
氏
（
こ
う
の
歯
科
医
院
院
長
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員　

80
人

歯
科
医
師
が
歯
周
病
の
治
療
を
す
る
上
で
考
え
て
い

る
こ
と

歯
科
衛
生
士
向
け
講
習
会

日
時　

３
月
18
日
（
土
）
18
時
30
分
〜
20
時

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル　

２
０
１
会
議
室

講
師　

畑
﨑
清
孝
氏
（
畑
﨑
歯
科
医
院
副
院
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

30
人

一
般
開
業
医
が
行
う
、
歯
列
不
正
予
防
の
た
め
の
生

物
学
的
機
能
療
法
〜
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
へ
の
対

応
〜

北
河
内
地
区
総
会
・
記
念
講
演
会

日
時　

３
月
18
日
（
土
）
19
時
〜
21
時

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺　

第
１
会
議
室

講
師　

 

濱
田
傑
氏
（
清
恵
会
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
／
近

畿
大
学
医
学
部
客
員
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

50
人

こ
ん
な
時
に
は
口
腔
外
科
へ
〜
よ
り
よ
い
病
診
連
携

の
た
め
に
〜
（
仮
）

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
総
会
・
記
念
講
演
会

日
時　

３
月
19
日
（
日
）
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

歯
科
臨
床
学
術
部
講
師
団

受
講
料　

５
千
円

定
員　

20
人
（
歯
科
衛
生
士
の
み
・
先
着
順
）

持
ち
物　

 

顎
模
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
テ
ス
タ
ー
、
シ
ャ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
、
グ
レ
ー
シ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー

（
貸
出
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
『
正
確
な
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
安
全
な
ス
ケ
ー
ラ
ー
操
作
』

（
定
価
４
、
０
７
０
円
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
ま

す
の
で
、
院
所
で
１
冊
購
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い

※
お
申
し
込
み
後
に
要
綱
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
ま
す

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
〜
よ
り
よ
い
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
た
め
に

歯
科
衛
生
士
対
象

日
時　

３
月
19
日
（
日
）
10
時
30
分
〜
13
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

木
ノ
本
喜
史
氏

　
　
　

（
吹
田
市
開
業
・
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

80
人

歯
内
療
法
を
行
う
た
め
の
絶
対
条
件
〜
感
染
制
御
〜

大
阪
市
西
部
地
区
・
同
南
部
地
区
総
会
・
記
念
講
演
会

日
時　

３
月
18
日
（
土
）
18
時
〜
20
時
30
分

会
場　

 

Ｊ
Ｅ
Ｃ
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
江
坂　

４
階
会
議
室

講
師　

金
崎
朋
彦
氏
（
済
生
会
千
里
病
院
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

40
人

口
腔
粘
膜
疾
患
に
つ
い
て

北
大
阪
地
区
総
会
・
記
念
講
演
会

無料相談

雇
用　

３
月
16
日
（
木
）
14
時
〜
16
時

法
律　

４
月
３
日
（
月
）
14
時
〜
16
時

税
務　

４
月
19
日
（
水
）
14
時
〜
17
時

※ 

会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

人
権
水
準
の
向
上
を
求
め
て

人
権
水
準
の
向
上
を
求
め
て

―
私
た
ち
は
こ
ん
な
社
会
に
住
ん
で
い
る
―

―
私
た
ち
は
こ
ん
な
社
会
に
住
ん
で
い
る
―

【第５回】

入
試
不
正
が
問
う
も
の

入
試
不
正
が
問
う
も
の

な
き
社
会
へ

な
き
社
会
へ

差別

角
田
由
紀
子

角
田
由
紀
子

医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
対
策
弁
護
団　

弁
護
士

医
学
部
入
試
に
お
け
る
女
性
差
別
対
策
弁
護
団　

弁
護
士

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
の

国
際
比
較
で
下
位
を
低
迷
し
続
け

て
い
る
国
だ
か
ら
、
女
性
の
地
位

が
低
い
こ
と
に
い
ま
さ
ら
驚
く
こ

と
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
も
ま

た
女
性
医
師
が
排
斥
さ
れ
る
背
景

を
作
っ
て
い
る
。
人
間
が
生
物
で

し
か
な
い
こ
と
は
医
師
な
ら
ば

日
々
実
感
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
医
師
に
、
生
物
で
あ
る
こ

と
の
条
件
が
十
分
に
満
た
さ
れ
る

こ
と
が
保
障
さ
れ
て
ほ
し
い
。
そ

れ
が
な
け
れ
ば
市
民
の
命
の
安
全

も
保
障
さ
れ
な
い
。

　

今
回
の
事
件
の
よ
う
に
、
あ
ま

り
に
も
分
か
り
や
す
い
性
差
別
が

白
昼
堂
々
と
ま
か
り
と
お
る
社
会

は
異
常
で
あ
り
、
人
権
と
は
あ
ま

り
に
も
遠
い
国
で
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。
医
学
の
水
準
は
上
が
っ

て
も
、
人
権
の
水
準
が
低
い
ま
ま

で
は
市
民
は
安
全
を
実
感
で
き
な

い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
べ
き
だ
。

 

（
お
わ
り
）

女
性
が
排
斥
さ
れ
る
背
景

女
性
が
排
斥
さ
れ
る
背
景

い
苛
酷
な
労
働
条
件
を
追
認
し
て

し
ま
う
の
は
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ

う
か
。
大
き
な
疑
問
で
あ
る
。

「
い
の
ち
あ
っ
て
の
も
の
だ
ね
」

と
い
う
誰
で
も
知
っ
て
い
る
言
葉

が
あ
る
。
医
師
の
生
活
が
こ
れ
を

越
え
る
原
理
で
営
み
う
る
と
は
思

え
な
い
。
第
一
、
医
師
の
使
命
は

命
を
守
り
、
人
を
生
か
す
こ
と
で

は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る

と
「
生
命
の
尊
厳
と
、
人
類
愛
を

基
本
理
念
に
、
人
類
の
福
祉
に
貢

献
で
き
る
医
師
の
養
成
を
実
践
し

て
い
る
」
と
胸
を
張
っ
て
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
イ
ト
に
掲
げ
る
大
学
も

不
正
入
試
の
仲
間
で
あ
っ
た
こ
と

に
、
見
間
違
い
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
し
ま
う
。
ほ
と
ん
ど
悪
い

冗
談
で
は
な
い
か
。

で
、
少
な
く
な
い
数
の
医
師
た
ち

が
、
自
分
た
ち
が
生
物
で
あ
る
こ

と
の
最
低
条
件
を
脅
か
し
か
ね
な

医
師
の
使
命
と
労
働
条
件

医
師
の
使
命
と
労
働
条
件

　

医
師
た
ち
は
、
一
方
で
知
識
や

技
術
等
の
限
り
な
い
進
歩
・
改
善

を
追
い
求
め
て
い
る
。
そ
の
一
方

　

２
０
１
８
年
、
東
京
医
大
の
入

学
試
験
で
女
子
学
生
が
明
ら
か
な

差
別
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
発
覚

し
た
。
裏
口
入
学
な
ど
の
不
正
は

時
々
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
女
性
と
い
う
そ
の
１
点
で

堂
々
と
差
別
す
る
事
実
に
は
多
く

の
市
民
が
絶
句
し
た
。
そ
の
背
景

が
あ
れ
こ
れ
語
ら
れ
た
が
、
意
外

だ
っ
た
の
は
、
当
の
医
療
業
界
か

　

臨
床
学
術
部
は
２
月
12

日
、
２
月
度
生
涯
研
修
講
座

「『
基
礎
』
と
『
臨
床
』
が

つ
な
が
る
歯
周
解
剖
―
歯
周

病
専
門
医
が
語
る
〝
目
か
ら

ウ
ロ
コ
〞
の
ペ
リ
オ
＆
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
―
」

を
Ｍ
＆

Ｄ

ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
牧
草
一

人
氏
（
写
真
）
を
講
師
に
64

人
が
参
加
し
た
。

　

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
牧
草
氏
は
、「
解
剖
学

を
含
む
基
礎
医
学
は
臨
床
経

験
の
な
い
学
生
に
と
っ
て
は

た
だ
の
暗
記
も
の
で
し
か
な

い
が
、
臨
床
に
入
れ
ば
解
剖

学
的
知
識
は
非
常
に
重
要
な

情
報
で
あ
っ
た
と
気
づ
く
。

し
か
し
臨
床
を
見
据
え
た
基

礎
医
学
を
学
ぶ
講
義
や
学
術

書
は
な
か
な
か
見
つ
け
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
」
と
し
、

　

医
科
・
歯
科
協
会
の
経
税

部
は
２
月
23
日
に
「
確
定
申

告
直
前
学
習
会
」
を
保
険
医

会
館
で
共
催
し
た
。
協
会
税

理
士
団
の
山
本
佐
代
子
氏

（
写
真
）
が
講
師
を
務
め
、

22
年
度
の
制
度
改
正
を
踏
ま

え
た
申
告
の
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
し
た
。

　

山
本
氏
は
確
定
申
告
の
基

本
と
な
る
所
得
・
収
入
の
計

算
や
必
要
経
費
の
分
類
方

法
、
各
種
控
除
の
内
容
を
紹

介
。
今
年
度
か
ら
確
定
申
告

書
の
様
式
が
統
一
さ
れ
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
公
金
受
取
口

座
の
登
録
欄
が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
を
説
明
し
、
注
意
を

呼
び
か
け
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
出
務
に
よ
る
収
入
の

計
上
方
法
や
、
株
式
の
譲
渡

損
失
の
損
益
通
算
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
出
さ
れ
、
一
人

ず
つ
丁
寧
に
答
え
た
。

解
剖
学
の
重
要
性
を
述

べ
た
。

　

ま
た
、
牧
草
氏
は
歯

周
組
織
の
解
剖
に
つ
い

て
解
説
。
歯
周
組
織
の

解
剖
、
特
に
歯
の
付
着

器
官
で
あ
る
接
合
上
皮
、
結

合
組
織
に
つ
い
て
生
物
学
的

幅
径
（Biologic Width

）

の
果
た
す
役
割
な
ど
詳
細
に

説
明
し
た
。

　

歯
周
外
科
処
置
を
成
功
に

導
く
た
め
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
牧
草
氏
は
、「
歯
周

組
織
の
解
剖
学
的
知
識
と
外

科
基
本
手
技
の
融
合
が
重
要

で
あ
る
」
と
強
調
。
医
療
面

接
（
患
者
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
）
、
検
査
―
診
断
（
新

分
類
）
、
歯
周
外
科
手
術
の

術
式
選
択
の
４
原
則
―
―
な

ど
を
詳
細
に
解
説
し
た
。

 

（
臨
床
学
術
部
・
林
哲
平
）

時
代
遅
れ
の
医
師
の
労
働
環
境

時
代
遅
れ
の
医
師
の
労
働
環
境

ら
あ
ま
り
非
難
の
声
が
上
が
ら
な

か
っ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
女
性
医
師
も
含
め
て
、
医
療
界

の
現
状
か
ら
す
れ
ば
や
む
な
し
だ

け
で
は
な
く
、「
理
解
で
き
る
」
と

い
わ
ん
ば
か
り
の
意
見
ま
で
飛
び

出
し
た
。
医
療
界
の
労
働
条
件
は

厳
し
く
、
出
産
、
育
児
で
休
む
か

も
知
れ
な
い
若
い
女
性
に
は
勤
ま

り
に
く
い
、
同
じ
医
師
な
ら
男
性

を
採
っ
た
方
が
よ
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
医
学
部
入
学
試
験
は

他
の
業
界
と
は
違
っ
て
就
職
試
験

の
は
じ
ま
り
で
も
あ
る
か
ら
、
最

初
の
入
り
口
で
女
性
医
師
（
に
な

る
人
）
を
制
限
す
る
こ
と
が
合
理

的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　

厳
し
い
労
働
条
件
に
あ
る
こ
と

は
、
医
師
に
例
外
的
に
認
め
ら
れ

て
い
る
時
間
外
勤
務
の
上
限
時
間

が
他
の
業
界
を
越
え
て
い
る
こ
と

に
も
表
れ
て
い
る
。
医
学
を
含
む

科
学
の
世
界
が
日
進
月
歩
で
あ
る

こ
と
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
。
そ

の
先
進
的
な
世
界
で
医
師
た
ち
の

労
働
条
件
だ
け
は
時
代
遅
れ
の
過

労
死
寸
前
の
状
態
が
許
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
ま
ず
怒
り
を
覚
え
る
。

　

ろ
く
に
睡
眠
時
間
も
取
れ
て
い

な
い
医
師
に
診
て
も
ら
う
の
は
、

恐
怖
だ
。
一
連
の
事
件
を
き
っ
か

け
に
医
師
の
厳
し
い
労
働
条
件
を

知
っ
て
か
ら
は
、
医
師
に
診
て
も

ら
う
た
び
に
「
き
ち
ん
と
寝
て
ま

す
か
」
と
こ
ち
ら
が
相
手
の
健
康

状
態
を
気
づ
か
い
た
く
な
る
。

経過措置の期限迫る
「歯初診」新基準研修の受講を

旧基準の研修を2021年３月以前に
受講 → 2023年３月まで有効

旧基準の研修を2021年４月～
2022年３月に受講 → 受講日から２年間有効

新基準の研修を受講 → 受講日から４年間有効

▶３月25日（土）18：30～19：00

会場：M＆Dホール　　定員：各80人　　会費：１千円
持ち物：『絵で見る色でわかる歯科の院内感染防止策』
※遅刻・早退時は修了証を発行できません


